



























The line management of ALL NIPPON AIRWAYS in 1976-80
Masaaki TSURUTA
Abstract：This paper considered about the development of the domestic flight aviation in the latter half of 
1970’s, using All Nippon Airways as an example. The way is as the following. It estimated for the All Nip-
pon Airways domestic flight aviation running cost and the freight receipts and it analyzed the change of 
the profit and loss. Therefore, it divided the airway networks of All Nippon Airways into the short dis-
tance line, the intermediate-range line and the long distance line, it totaled a profit and loss respectively 
and it considered the change. The trend of the airway networks income and expenditure and the airway 















ク期の変化が大きい。74－76年度の全日空に対する航空燃料価格は23,400円／ kl から32,000円／ kl であったが、79－




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































円におよぶ巨額の赤字を計上した。その原因は航空機燃料税が100％引き上げられ、13,000円／ kl から26,000円／ kl
への上昇に求めることができる。
　80年度は、前年度末期の80年３月に航空運賃の全面改定が実施され、全日空の国内線運賃が幹線で平均23.6％、ロー
カル線で平均24.1％上昇した。こうした航空運賃の改定は、一方で全日空に増収をもたらしたが、他方で旧国鉄運賃
に対する格差を拡大して旅客離れが起こり、減益を招く原因にもなった。後者の影響は、高額な運賃を必要とする長
距離路線で大きい。これを踏まえて80年度の運航距離別営業実績を見ると、短距離路線は５億円計上するまでに好転
跡見学園女子大学　観光マネジメント学科紀要　創刊号
─ 42 ─
し、中距離路線も17億円を計上したが、長距離路線で赤字が21億円へと若干増加したため、経営実績は18億円の赤字
を計上した。
むすびにかえて
　路線別営業実績の動向を見ると、短距離路線では76年度から79年度まで赤字を続け、80年度に至って黒字に転じて
いる。中距離路線では76年度から78年度まで黒字額が減少傾向を示しつつも黒字を維持したが、79年度は70億円を超
える赤字に転落し、79年には１億７千万円程度の黒字を計上するまでに好転していた。長距離路線では76年度から78
年度まで中距離路線と同様に黒字を計上したが、その動向は76年度の４億円程度から77年度は47億円と大幅に増加
し、78年度は横這い状態であったこと、79年度は20億円程度の赤字を計上し、翌80年度も21億円程度の赤字であった
ことが中距離路線の営業実績と相違した。
　こうした70年代後半における全日空の路線別営業実績動向は、拙稿で見た70年代前半の路線別営業実績で中距離路
線が黒字を維持し続けたこと、短距離路線では運賃値上げの翌年にあたる73年度の75年度で赤字を計上したこと、長
距離路線ではドル・ショックや第１次オイルショックを原因とする不況期に赤字に転じたことに比べて、相違する様
相を示していたことがわかる。その原因は次の二つにある。ひとつは、当該期の日本経済が欧米諸国と比べて第１次
オイルショックを原因とする世界的な景気後退からいち早く脱却して安定成長を示したことから、76－78年度に見ら
れた短距離路線での赤字や中距離路線における黒字減少が航空機燃料価格の高騰や公租公課増額による運航コストの
上昇に起因したものであったと見てよい。
　いまひとつは、第２次オイルショック期の日本は79年度に景気後退が見られたものの、翌80年度には上昇に転じて
おり、オイルショックの影響が欧米諸国に比べて小さいことから、79年度の路線経営で見られる大幅な赤字および80
年度の長距離路線に見られる赤字の拡大は、78年度後半期の第２次オイルショックを原因とした不況による旅客需要
の減少ほか、航空機燃料費の高騰や公租公課の引き上げ等による運航コストの上昇、第１次オイルショック以降に旧
国鉄運賃が急騰して航空との運賃格差が大きく是正されたことによる代替関係の進展などが加わった、複合的要因に
よるものであった言えよう。例えば、旧国鉄の運賃が一方的に上昇すれば、旧国鉄と国内線航空の代替関係が進展し、
旅客が航空にシフトする。しかし、そのなかで運航コストが上昇すれば、旅客の航空へのシフトが相殺され、営業実
績において黒字額の減少、あるいは赤字への転落をもたらすのである。
　このように、国内線の営業実績が景気の変化、運航コストの変化、旧国鉄との代替性などが影響し変動するなかで
は、旅客需要における旅行目的別構成比の変化も大きく影響したと見てよいと思われる。
脚　注
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